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 昨今、目まぐるしい発展を続けている有機オプトエレクトロニクス分野に新たなブレークスル
ーをもたらすには、新奇な有機機能材料、ならびにこれらの創出を可能にし得る革新的有機合成
手法の開拓が肝要である。我々は最近、芳香族アミン化合物の新奇な酸化的変換手法による新奇
な電子アクセプターの開発に成功した[1]。これを活用して構造的ねじれを機能の鍵とするドナ
ー・アクセプター型分子を設計し、有機 EL 発光材料や化学センサーへの応用が期待されている
熱活性化遅延蛍光（thermally activated delayed fluorescence: TADF）材料や外部刺激応答型
発光分子の創成に成功した[2‒4]。本講演では、反応開発秘話から有機 EL デバイスへの応用に至る
までを紹介する。 
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